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平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 

部会発足 
 「食」業界における
情報価値の探究 

 食の源流である農業
の情報化を研究 

 

農業IT実証事業 
 農業の情報化の実証
開発を実施 

「農家の日記帳モデル」 
→商用化へ 
 現「畑らく日記」 

調査研究活動 
 2つのテーマについ
て勉強会を開催 

①農業とIT 
②食品加工業 

地域IT化課題検討 
 パーソナライズされ

た食の情報価値 
 農業と地域活性への

IT活用の検討 

2014/5/12 

千葉県地域IT化推進協議会 

食の価値情報部会 

平成26年度 

引き続き、「食」に軸足を置き、地域のIT化の課題を整理 
 ITによって、「食」を中心とした地域活性化をいかに実現するか具体策を検討 
 日本の里山に関心のある外国人を、成田から最初の立ち寄り地として千葉県内に誘客し、
ランチ・軽食需要を獲得するというテーマで、「都市農村交流補助金（農水省事業）」に
向けたプランニングを実施 

• 千葉県商工労働部 
• ITベンダー：ESK、ACE、フ
ジクラ、インテック、JTDC 

• コンサル：飲食店繁盛会 
• 事務局：千葉IT経営センター 

• 1-2か月に一度のペースで打合せ実施 
• 必要に応じて、各所へ出張訪問 



《テーマ》 
日本の里山に関心のある外国
人を、成田から最初の立ち寄
り地として千葉県内に誘客し、
ランチ需要を獲得する 

ツアー会社へのプロモーション 
 国内外の外国人向けツアー会社へ
の営業 

 国内・海外の商談会への参加 
 土産物等ニーズのヒヤリングと 
新商品開発（例：3Dプリンター
での造形樹のミニチュア等） 

 共同イベント等の開催 

外国語によるHPでの情報発信 
 希望する企業の外国語専用サイトを
構築（動画も積極活用、簡易型HP
（Jimdo等）を活用） 

 同時に、それらを束ねるポータルサ
イトを新設し、統一したメッセージ
を発信 

 外国人の観光誘客が目的 

Step1 

フリーWiFiスポット整備 
 ツアーコースの各所に無料のWiFiスポットを設置 
 基本的には誘客希望の事業者の拠点と公共エリア 
 フリーWiFiマップを整備 
 AR技術等によりStep1で開設した外国語HPと連動し
た情報案内を可能に 

Step4 
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ツアーコースの策定 
 本プロジェクト参加企業の拠
点と、その他公共施設に誘客
するための、植木と
CHIBABENを軸にした外国人
向けツアーコースの策定 

集客・誘客とレベルアップ 
 2020年をターゲットに、
集客を増していくと同時に、
「おもてなし」のレベル
アップを継続していく 

ブランド構築 
 成田に到着した外国人が日本で
最初に食べるランチ＝Bentoに
注目 

 千葉県の地域食材を集めた
CHIBABENの提供 

 外国人が審査するCHIBABEN
コンテストなど実施 

 希望する企業の参加を募集 
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地域資源を活かした外国人観光客の誘客と都市農村交流事業案 

実証事業企画案 食の価値情報部会 



住民の健康と食品産業活性化のためのパーソナルヘルス実証事業案 
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セントラルキッチン 

管理栄養士 

地域住民 

市町村健康診断 

地域の販売者 
（商店街・小売店・宅配食材 

介護福祉・六次産業化主体、等） 

健康献立アドバイス 
（販売店案内付き） 

健康診断結果 

健康献立 

健康献立レシピ 

製造履歴 

販売履歴 

栄養計算ソフト 

食品生産管理 
ソフト 

健康診断 
情報管理 
ソフト 

販売管理 
ソフト 

管理栄養士 
コミュニティ 

住民の健康増進 

在宅ワーク含めて 
活躍の場が増える 

工場稼働率の 
アップ 

小資本でも栄養士による
健康献立をサービスに
組込め、販売機会増 

健康献立アドバイス 
のためのマッシュアップ 

サービス 

地域に住み、地域で 
惣菜を消費するだけで 
健康生活が送れる 

食材提供 
惣菜・プレ加工・完成品 

ケアマネジャー 
コミュニティ 

地域で買い物 

地域の指定食材 

地域食材選定 

栽培履歴管理 
ソフト 

地産地消の推進 

【目的】 1．健康増進による自治体の社会保障費/医療費の削減 
 2．地域で循環する雇用と消費の創出 

実証事業企画案 食の価値情報部会 

http://msrsoft.com/hm/432/how432/index.htm
http://eichie.jp/
http://eichie.jp/


地域に立地する大学（食品・栄養・IT等） 
 

大学と地域の連携による食育と都市農村交流事業案 
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実証事業企画案 食の価値情報部会 

大学食育推進協議会（仮称） 

学生 教授 

市
町
村 

IT企業等 

学食 

農業者・農業関係機関 

【目的】 大学生と地域農業・食品関連産業との連携による地域食育の推進、地域活性化 

レシピ開発 

IT研究開発 

地域農業理解等 

食品製造や農業支
援に関するITの提
供等 

地域住民交流、
活性化支援 

アレルギーや病気等の少数
派に配慮した地域食の追及 

食育の実
践的活動
を学食を通
して実施 

専
門
家 

安心・安全な地域
食材の活用 

農業・農村研究の
フィールドを提供 

栄養やIT等の専
門知見の提供 


